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環境経営の基盤

森林生態系保全プロジェクト

《リコー／グローバル》
地球上には、森林、湖沼、珊瑚礁、海洋など、

さまざまな生き物の生息地があり、それぞ

れに特有の生態系が保たれています。生態

系が崩壊すれば、人類の生命維持に必要

な自然環境も崩壊します。リコーは、生態系

の中でも、とくに生物多様性が豊かな「森

林生態系」に注目して、1999 年度から環境

NPO や地域とのパートナーシップのもと

に「森林生態系保全プロジェクト」を展開

しています。これらの活動は単なる植林と

は異なり、土地固有の生物種の生息域や

住民生活を守ることを主眼とするもので、

環境NPO や地域住民とのパートナーシッ

プを重視して行われています。活動の資金

は、継続して社会貢献を行うためにリコー

が設けた「社会貢献積立金」から拠出さ

れています。株主総会での承認のもと、毎

年の利益から年間配当を差し引いた金額

の1%（上限2 億円）が積み立てられます。

生態系保全活動
組織として、地球、地域レベルでの直接
的な生態系保全活動に取り組む。また、
活動団体の支援を行う。

社員の自主活動推進
地域での環境ボランティア活動や家庭・
職場での環境負荷削減に取り組む。

環を拡げる活動
個人・組織に対して地球環境の現状の
理解と環境保全の意識向上を進め行動
を促進する。
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環境社会貢献の3つの活動領域

環境社会貢献

リコーの森林生態系保全プロジェクト（2008年3月末現在）

開始年月 国　名 名称／NPOパートナー 活動内容

フィリピン 熱帯雨林回復＊

／コンサベーション・
インターナショナル

フィリピンワシに代表される森の生物たち
と人が共生していくことのできる豊かな森
の回復。

2000年3月

2000年10月 マレーシア 熱帯林・オランウータン
生息域回復＊

／WWF

オランウータンに代表される、絶滅の危機に
瀕している生物の生息空間を拡大。

2001年11月 中国 温帯林・パンダ生息域回復＊

／WWF
パンダを代表とする437種の脊椎動物や
4,000種の植物など貴重な生物のすみかを
残し、絶滅種をなくす。2007年度で終了。

2001年11月 日本 長野黒姫アファンの森保全＊

／財団法人C.W.ニコル・アファン
の森財団

クマ、ヤマネなど多様な生物が生きることの
できる広さと食べ物があり、人も親しむこと
ができる天然林の維持。

2001年11月 日本 沖縄やんばる森林保全＊

／やんばる森のトラスト
ヤンバルクイナに代表される、世界でここに
しか見られない貴重な生物のすみかを残す。

2002年3月 ガーナ 熱帯雨林回復＊

／コンサベーション・
インターナショナル

日陰で育つカカオを利用した持続的森林農
業による、人と生物たちが共生できる森の
復元。

2000年2月 スリランカ 世界遺産地域の森林保全と復元
／スリランカ野鳥鳥学グループ

スリランカオナガの住める森を残し、
拡大する。2007年度で終了。

1999年6月 バングラデシュ さとやまの復元
／ポーシュ

子どもの教育と植林・育苗の仕事の提供。
2007年度で終了。

2004年5月 アムールトラをはじめとするさまざまな生物
と人が共生する豊かな森の保全。

ロシア 北限のトラ生息域タイガ保全＊

／FoE Japan

＊ 「社会貢献積立金制度」の対象プロジェクト

2007年8月 中国 三江併流世界遺産の
生物多様性保全＊

／アジア緑色文化国際交流促進会

キンシコウなどの希少動植物が見られる世界
自然遺産地域の森林の保全。

2007年8月 ブラジル 大西洋岸低地熱帯林ボアノバに
おける森林復元＊

／バードライフアジア

最大時の7％にまで減少してしまった大西
洋沿岸一帯の熱帯林を復元し、住民が森林
と共生できる社会を実現する。

地球環境を保全するには、環境負荷を

削減するだけでなく、地球環境の回復

力を維持し、高めていくことも重要で

す。リコーは、環境NPOや地域住民と

のパートナーシップのもとに、世界各

地で「森林生態系保全プロジェクト」を

展開しています。この活動の環を拡げ、

より効果を上げるためには、企業やス

テークホルダーとの連携が重要である

と考え、シンポジウムの開催などのコ

ミュニケーションを図っています。世界

各地の生産会社や販売会社でも、NPO

やお客様とともに環境社会貢献活動

を推進しています。また、日本では「環

境ボランティアリーダー養成プログラ

ム」を実施し、社員一人ひとりの地球市

民としての意識啓発を推進することに

より、社員主体の環境保全活動が地域

社会に根づくことを支援しています。

環境社会貢献（生物多様性保全）

森林生態系保全の環を拡げるとともに、
地球市民としての社員の意識啓発に取り組んでいます。
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2007年6月｢第2 回リコー地球環境月間シンポジウム｣を開催しました。

今回の主旨は、企業の経済活動と生物多様性とがいかに関わっているか、

また、企業は生物多様性にどう取り組んでいくべきかを探るもので、会場の

日本科学未来館の毛利衛館長による｢地球生命としての人類の責任｣の特別

メッセージから始まり、企業、NPO の方々による講演や熱心な意見交換が

行われました。参加した皆様からは「第1回に比べて企業の皆さんが一段

と熱心であることを感じた（NPO）」「トップが代わっても揺るがない生物

多様性の方針を社内で構築できるかを考えるきっかけになった（企業）」

などの感想をいただきました。

リコー地球環境月間シンポジウム
｢持続可能な社会を共創するために｣

（第2回）企業活動と、生態系・生物多
様性保全の両立を目指して

企業活動と生物多様性保全の両立を

考える会合に、企業、NPOなどから

204人が参加
参加者 : 計204人

（企業122、NPO27、行政12、リコーグループ43）
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2007年度に終了したプロジェクト
2007年度は3つのプロジェクトが当初目

標を達成し、支援を終了しました。｢中国・

温帯林・パンダ生息域回復プロジェクト

｣は、四川省臥龍自然保護区近郊で農地

開墾のため小さく分断されてしまった

森林の回復活動で、2001年から支援し

てきた結果、住民の生活安定と野生生

物との共存が定着し始めました｡｢バング

ラデシュ・さとやまの復元プロジェクト｣

は、植林や育苗などの仕事を提供すると

ともに貧困層の生活安定のための教育

を進める活動です。1999年からの支援

により、同国南部に11の学校を設立し、

初等教育と持続可能な漁業・農業の教

育を行っています。「スリランカ・世界遺

産地域の森林保全と復元プロジェクト」

は、森林の農地化で絶滅の危機にある

同国西部の野生生物の生息域回復と住

民の生活安定を目指した活動で、2000

年からの支援により森林回復と住民の

持続可能な森林利用が進みました｡

2007年度から開始したプロジェクト
2007年度「中国・雲南省麗江市・三江

併流の森林生態系保全プロジェクト」と

「ブラジル・バイア州・大西洋岸低地熱

帯林ボアノバにおける森林復元プロジェ

クト」に対して支援を始めることを決定

しました。長江、メコン、サロウィンの3つ

の大河が並行して流れる三江併流は、

山河の絶景と希少動植物が見られる世

界自然遺産ですが、密猟と違法伐採、過

度の放牧などが生物多様性を脅かして

います。アジア緑色文化国際交流促進

会によるこの現地プロジェクトは、生物

多様性の豊かな自然を次世代に残すた

めの活動を行っています。ブラジル・バ

イア州では、かつて大西洋沿岸一帯に

広がっていた熱帯雨林の面積が違法伐

採、プランテーション、焼畑、過放牧など

にともなう破壊により最大時の7％程

度に減少しています。バードライフアジ

アによる現地プロジェクトは、森林農

法により住民が森林と共生できる循環

型社会の実現を目指します。

ガーナ・熱帯雨林回復プロジェクト
世界第2位のカカオ生産国であるガー

ナ共和国。カカオは、熱帯林を切り開い

て栽培を行い、数年して土地がやせてく

ると他の場所へ移動するという繰り返

しを行ってきましたが、近年の人口増加

の影響もあり、各地で森林は大幅に伐

採され、熱帯林は各地で分断され小規

模化しています。コンサベーション・イ

ンターナショナル（CI）は、カカオ栽培

による「熱帯雨林回復プロジェクト」を

開始し、リコーは2002年からこの活動

を支援しています。原生林の外縁部で、

木陰でもよく育つカカオを有機的な栽

培農法で育て、原生林の環境を維持し

ながら農業を成り立たせながら、現地コ

ミュニティの農民たちの収入向上と生

活安定を図っています。森林の伐採によ

らないこの栽培方法は収穫増加の成果

をあげており、コミュニティの発展につ

ながってきています。

中国・雲南省麗江市・三江併流地域

カカオの収穫が最大8倍に増加


